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性度の評価を行うために. flow cytometry (FCM)を












0.02% collagenase type 1" (Sigma). dispase 
(Sigma) 3000IU/m1の酵素の存在下，スターラーにて
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約90分揖枠した。その後， 50μ のnylonfilterで鴻過し，
更に0.25%トリプシンで3TC10分間処理し集塊を単細
胞とし， single cell suspensionを得た。さらに破壊細
胞や debrisを少なくするために0.25%トリプシン+
100μg/ml DN ase (Sigma)で370C10分間処理し， FBS 
にて洗浄後，未固定あるいは 1: 1エタノーノレ+アセ
トン固定を行い， FCM(FACS IV， Becton-Dickinson 
社)を用いて AO染色法にて20，000個の癌細胞の
DNA-RNA量の解析を行った。
(c) FCM による細胞内 DNA~RNA 量解析
細胞内 DNA-RNA量は twostep AO染色法を用
いて解析した。すなわち固定，あるいは未固定の癌細
胞数を 1* 106/mlに調整し，その0.2mlを氷中にて0.4
mlのaciddetergent (0.1% triton X or 0.01% triton 
X， 0.08N HCl， 0.15N NaCl， 10-4EDTA-Na) に混注
した。 30秒後に1.2mlのAO染色液(10-3MEDTA-Na， 




argon ion laserを用いて488nmで励起し， 620nm以上





との比で表しそれぞれ DNAIndex (DI)， RNA lndex 
(RI)値として表現し解析を行った。 O.90<DI < 1.10を









































































gle cell suspensionを作成し PBS洗浄エタノール固
定後 Acrigin Orange (AO)染色2xI04の癌細胞の
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